
2025年1～2月掲載分 2025年3～4月掲載分

八王子　石井　蓉子 八王子市　石井　蓉子
雨ついて風にも負けず鳥渡る せりなずな刻んで心あたたかし
焼き芋屋惑いたる間に過ぎ去りぬ 吐き出せぬ言葉を胸に霜を踏む
クリスマスツリーを卓に一人住む いぬふぐり光の中にきらきらと
人々の平和を祈るクリスマス 汀女の句思いださせる春の月
ボーナスで母に送りしカーディガン 日脚伸ぶ影長くある君と吾の

新宿区　壺守　けいこ 新宿区　壺守　けいこ
駆け回る日々となりたる師走かな 鐘一打明日香の春を告げるかな
二胡の音の和がれ隅田川小春 飛鳥寺の四温の庭の鐘の音
寝返って布団にすき間生まれけり 山の辺の春の道行く一人かな
冬の朝勢で立ちし厨かな 花霞吉野の山にかかりたる
枝先の雪を落として鳥の群れ 下千本出て奥千本の花に会ふ

町田　小森　まさひこ 町田市　小森　まさひこ
十字切る飛行機雲や冬の空 三月のせわしき中の旅一日
冬霧の底に湖置き抜けて富士 大規模の経営目指す春田かな
幼子の下げて大きな福袋 草餅や大仏像はおおきかり
待春の空に真直ぐ立つ煙 富士に紐あるだけ伸ばし凧あげる
縄張りて日比谷の松に積もる雪 霊場の地蔵菩薩や風車



2025年5～6月掲載分 2025年7～8月掲載分

八王子市　石井　蓉子 八王子市　石井　蓉子
大空やみもざは平和を示す色 今日の空どこか悲しく梅雨まじか
悲しみを溶かし流せる春の水 夏燕黒き翼が空を切る
柿若葉きらきらきらと日を返す 葵たち枇杷色深め夏来る
悠々と空を泳ぐや鯉幟 今日の日にさよなら言ひて髪洗う
潮騒が思いも連れて夏来る 夏椿ぽとりと落ちて霧の立つ

新宿区　壺守　けいこ 新宿区　壺守　けいこ
万緑や生命の木霊溢れくる 片影を伝歩の人と列
万緑に抱かる宿は県境 小さき手で水掛合ている狭庭
姨捨の田毎五月の空映す 天目指す文字摺草のねじりかな
噴煙の麓彩取る山つつじ 鮎跳ねる川面の竿は動かざる
残りゐる鴨は田水を汚したる 魂祭家それぞれに歴史あり

町田市　小森　まさひこ 町田市　小森　まさひこ
闇深し深き中より不如帰 桑の実や自然園なら取られざる
あゆ釣りを見てゐる人を見てる犬 遊歩道行く手茂りを遮けり
走り根を子は飛び親踏み野に遊ぶ 翡翠の日陰日向の川面行く
大団地包み混んでる夏木かな 千代田区の茂りを進む中央線
茅の輪抜け新たなる景見てをりぬ 緑陰の点々とある丸の内



2025年9～10月掲載分 2025年11～12月掲載分

八王子市　石井　蓉子 八王子市　石井　蓉子
子供等の声駆け抜けて夏休み 泣き後に見上げし先に鰯雲
秋近し風の匂ひも日の色も 秋来るや継ぎ接ぎだらけのわが心
向日葵の辛い時でも上を向く 群れ離れ住みしわが部屋濃竜胆
熱帯夜の闇を見つめてをりにけり 金木犀咲きし朝や父の逝く
鳴きながら鳴きながら落つ秋の蝉 雨音が思いを連れて冬が来た

新宿区　壺守　けいこ 新宿区　壺守　けいこ
登山道譲り譲られ落葉踏む 鎮もりて閉ざす赤門秋の暮
天高しボードと走る白き波 子規庵に差し込む秋日の柔はらかく
マンホールの蓋持ち上げて秋出水 三四郎池に冬日の一所
吾よりも元気な母の敬老日 流れ来て流れ行きたる秋の雲
芒原一斉に揺れ風となる 冬薔薇旧領事館は丘の上

町田市　小森　まさひこ 町田市　小森　まさひこ
街騒を遮っている大夏木 弧を描く紅葉且散る大地かな
薪割の音の乾きも秋の音 摩周湖に落つ急崖の草紅葉
風雪に耐へし伽藍や萩の庭 丸の内の黄葉且散る奥に駅
東京都港区白金法師蝉 訪れよサンタクロース戦の地
白色が男の色とや男郎花 大歳の神社の黙や未時
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